
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和4年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

●全職員による共通理解と共通実践
（校内研・授業改善・読書の習慣化）

●学力向上対策評価シートに示
したマイプランの成果指標を達成
した教職員90％以上

●図書室の年間貸し出し冊数が
学年目標を達成した児童80％以
上

・教師の技により主体的・対話的な学び
の場を充実させ、児童の学びの深まり
を図る。
・児童による授業の評価（アンケート）を
取り入れ、授業改善に生かす。

・学年ごとのおすすめ３０冊や図書委員
による今月のおすすめの本の紹介など
を通して、読書に親しむ機会を増やす。

B

・アンケート結果より、90％以上の職員が授業において
主体的・対話的な学びの充実のために思考ツールを活
用するなど、校内研究を意識した授業改善に取り組む
ことができている。また、100％の児童が「授業が分かり
やすい」「集中して学習に取り組んでいる」と回答してい
る。今後もマイプランを意識した授業改善の取り組みを
推進していく。
・7月に実施した調査で「進んで読書に取り組んでいる
か」というアンケートにおいて、肯定的に回答した児童
が８５％であり、継続して読書に親しむ機会を増やす。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動
（人権・同和教育・道徳）

○神埼市の「四か条の誓い」や脊振小
の「石の門の教え」をもとに、感謝の気
持ちや礼儀正しさ、思いやりの気持ち等
を育むために、教育活動全体を通して
繰り返し指導し、９０％の児童が生活の
中で意識して実践できるようにする。

・人権集会の実施
・全校で「ぽかぽか広場」（友達の良い
行動の紹介）に１年間通して取り組み、
定期的に人権担当からカードを紹介す
る時間を設け、友達の良さ見つけへの
意識を高めていく。
・「特別の教科　道徳」についての校内
研修等を行う。

B

・７月に行ったアンケート調査結果では、「あ
りがとう」や「ごめんなさい」を言うことができる
の項目に対して約９４％の児童が「よく当ては
まる」と回答している。今後も「ぽかぽか広
場」（友達の良い行動の紹介）を継続して実
施していき、児童が友達の良い行動を紹介し
たくなるような工夫をさらに行っていく。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実
（生徒指導・教育相談）

○いじめ防止等について組織的対応が
できていると回答した教職員90％以上

・日常の様子やアンケートからの情報を
もとに毎月個人面談を行う。
・児童から聞き取った情報は記録し、記
録簿に綴る。
・連絡会等で他職員と共通理解を図り、
組織で対応する。

A

・日常の観察や聞き取り調査、毎月の児童アンケー
トからの情報をもとに、定期的に個人面談を行った。
また、児童の様子について、情報共有の時間を設
け、全職員が共通理解をした上で、児童の対応にあ
たることができた。生徒指導や保護者対応において
組織的にできていると肯定的な回答をした職員は
100％であった。早期対応のため、校内体制を常に
見直し、いじめ防止について意識を高めていきた
い。

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動
（キャリア教育・総合・生活科・体験活
動）

◎「将来の夢や目標」について肯定的な回
答をした児童（小学６年生）80％以上
◎地域の人とのふれあいについてのアン
ケートで肯定的回答の児童９０％以上

・地域や社会の様々な人と出会う場面を設
定し、思いや願いを知ることで、学ぶことや
働くことの意義を考えさせる。
・児童に活動や学びの振り返り及びより充
実させる方策を考えさせる活動を仕組む。

A

・地域の方々との田植えなどの交流や、自分たちの住
む町について調べる活動を通して，地域への関心を高
めることができた。
・地域の方々との交流の後には，振り返りを書かせ，気
付いたことや感じたことを記述させることで，学習したこ
とへの理解を深めることができた。
・地域の人とのふれあい活動について、肯定的な回答
をした児童は94％であった。
・「将来の夢や目標」について、肯定的な回答をした児
童は100％であった。
・地域とのふれあい活動に今後も継続的に取り組み、
交流を深めるようにしたい。

●「運動習慣の改善や定着化」
（体育）

●全校の80％以上の児童が、自主的に
休み時間を使って運動をし、アンケート
で「体を動かすことが好き」と回答する。

・体育委員会を中心に、スポーツイベントを
開催する。その際に、運動や遊びを推奨す
る声かけも行う。
・児童の遊び場の環境整備や道具や器具
の充実を図る。

A

・７月に行ったアンケート調査結果では、「外で元気に遊んで
いる」「進んで元気タイムに取り組んでいる」の項目に対して
全校の約８０％の児童が「よくあてはまる」と回答した。ま
た、残りの２０％の児童が「ややあてはまる」と回答した。今
後は、「元気タイム」を継続的に実施していくとともに、運動
場の環境整備等を中心に行っていきたい。

●「望ましい生活習慣の形成」
（保健）

●感染症について正しく理解し、自主的
にマスク着用や手洗いをする児童80％
以上

・感染症の予防法についておたよりで知
らせると共に、学校の中で、新しい生活
様式の定着を目指して声かけを行う。 A

・感染症予防の基本となるマスクの正しい着用や手洗
い・アルコール手指消毒については、１００％の児童が
行うことができている。今後も児童が健康維持を目指し
て活動できるように指導を継続していきたい。

●「安全に関する資質・能力の育成」
（安全・防災）

●非常時の避難の仕方を理解し、避難
訓練において安全に避難できる児童
100％

・避難訓練において、児童及び職員の
動きの理解を図り、状況に応じた避難を
実践させる。

A

・不審者対応避難訓練を実施し、100％の児童が安全
に気を付け、避難することができた。また、避難時の職
員の対応について共通理解を図り、個々の役割を把握
することができた。今後も児童が安全に避難できるよう
に、計画的に訓練を実施したり、自分で自分の身を守る
意識を高めたりしていきたい。

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を意識できた教職員
80％以上

・タイムマネジメント力を高めるために、職員
が退勤予定時刻を決めて勤務にあたった
り、定時退勤日を決めて実践したりする。
・業務内容について職員で話し合って整理
し、スリム化を図る。

B

・４月～７月までの職員の時間外勤務平均は３６．５時間で
あった。前年度最終評価の時点よりさらに効率的に勤務に
あたっている職員が増えた。アンケートでも９１％の職員が
勤務時間を意識して仕事に取り組んでいると答えている。さ
らに、タイムマネジメント力を高めていきたい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域連携教育の充実

○地域連携力の拡大 ○地域の方々との交流活動についての
アンケートで肯定的回答が保護者９０％
以上

・ホームページのイベントギャラリーで地
域連携教育活動の広報を月１回以上行
い、チーム脊振の充実を図る。 A

・全学年が「田植え」「プール掃除」「お話会」などにおいて地
域の方と交流活動をすることができた。学校と地域の連携に
ついては、保護者アンケートで９４％の方が肯定的な回答
だった。HPのイベントギャラリーは、多い時は、100人以上の
方が閲覧されているので、さらに充実させていきたい。

○小中連携教育の充実

○９年間を見通した小中連携教育の推
進

○中学生または中学校教諭との交流活
動についてのアンケートで肯定的回答
が保護者９０％以上

・小中合同の交流活動、交流授業を年
間に１０回以上計画・実施する。 B

・アンケートの結果より、小中合同の活動が「すき」と回答し
た児童は85%だった。予定していた中学生による読み聞かせ
や、交流授業などが実施できた。コロナウイルス感染拡大
により、延期となった計画もあるが、今後も感染症対策を講
じながら、小中で連携してできることを実施していく。

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上
（特別支援教育）

○特別支援教育に関する専門性が向
上したとアンケートで回答した教職員
90％以上

・特別支援に関する研修会の実施
・医療機関と連携したケース会議の開
催、情報共有 B

・７月に行ったアンケート調査結果では、特別支援教育に関
する専門性の向上についての項目に対して約９０％の教職
員が肯定的な回答をしている。今後は、月に１回のミニ研修
会を実施しながら、さらに教職員の専門性の向上を図ってい
く。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・小中共通の研究主題を設定し、９年間の成長を見据えた学力向上を目指した。来年度も小中合同の交流活動、交流授業を充実させるとともに、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業実践に取り組んでいきたい。
・児童が落ち着いて行動したり、友だちと助け合って生活したりすることができていた。引き続き、安心して学校生活を送ることができるような、支持的でお互いを大切にする風土作りを推進したい。
・コロナ禍でも方策を探り、地域・社会と連携した体験活動を行うことができた。故郷を大切にし、生き方を再考する機会を引き続き持たせ、自ら考えて行動する児童を育成したい。

２　学校教育目標 脊振を愛し　進んで学ぶ　たくましい子どもの育成

３　本年度の重点目標

①安心して学べる場を確保し、子ども・保護者・地域から信頼される学校をつくる。

②教職員の意識改革と効率的な自己研鑽を推進し、指導力と人間性の向上を図る。

③「知、徳，体」の調和のとれた生き抜く力を備えた子どもを育成する。

学校名 神埼市立脊振小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●健康・体つくり

●心の教育

中間評価 最終評価 学校関係者評価


